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学位論文内容の要旨 

 

背景 

トモシンセシスを用いて、イリザロフ式骨延長器具装着患者の仮骨部の評価を行う場合、障害陰影に

よって、画像の解釈が困難となる場合がある。 

本研究の目的は、イリザロフ式骨延長ボルト(以下;ボルト)が骨の上部にある際の障害陰影を評価し、

画像取得方法を最適化することである。 

方法 

骨ファントム、骨ファントムにボルトを装着したファントムを、管球の走査方向に対する被写体の角

度(10度、25 度、40 度)で撮影した。また、各角度においてボルトと骨ファントムの距離(45 mm、65 

mm、85 mm)に変化させて撮影した。再構成方法はフィルタ逆投影法、再構成関数は

HICKNESS−−(STANDARD4)、THICKNESS++(METAL4)の2 種類を検討した。PSNR 値を求める方法によって評

価した。 

結果・結論 

ボルトと骨ファントムの距離を離すほど、管球の走査方向に対するファントムの角度を90度に近づけ

るほど、再構成関数は、THICKNESS−−(STANDARD4)を用いることで、PSNR値が高くなった。最適な撮影

方法、再構成関数を用いることで、ボルトがない状態と同等の画像を取得できることが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 



論文審査結果の要旨 

トモシンセシスを用いたイリザロフ式骨延長術における延長部の画像診断において,撮影方法と再構

成方法を変化させることで, 骨の上部にイリザロフ式骨延長ボルトがあり障害陰影となる場合や, 通

常撮影方法では観察困難な場合でも, 骨部分の観察を行えると推察し研究した。骨ファントム, 骨フ

ァントムにイリザロフ式骨延長ボルトを装着したファントムの2種類を, 管球の走査方向に対する被写

体の角度（10度, 25度, 40度）を変化させ，また，各角度においてイリザロフ式骨延長ボルトと骨フ

ァントムの距離（45mm，65mm，85mm）を変化させて撮影した。再校正方法はフィルタ逆投影法，2種類

の再構成関数を検討しPSNR値を求める方法により評価した。ボルトと骨ファントムの距離を離すほど

，管球の操作方向に対するファントムの角度を90度に近づけるほど，再校正関数THICKNESS−− (STANDA

RD4)を用いることでPSNR値が高くなった。以上から最適な撮影方法，再構成関数を用いることでボル

トがない状態と同様の画像を取得できることが示唆された。よって，本論文は博士（保健学）の学

位に値すると認める。 

 

 


